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	・男性職員よりも育児等家庭における負担が大きいことからU仕事と家庭の両立が困難になるUこと
	・仕事と家庭を両立しているU先輩職員が身近にいないUこと
	・上位職に求められる能力を発揮するU自信がないUこと
	等が挙げられる。
	【女性職員の幹部・管理職への育成・登用の必要性】
	○　女性職員が昇任を躊躇する状況が続いた場合、U自治体として必要とする幹部職員を十分育成・確保できなくなるおそれUがあるほか、政策の意思決定過程に女性の視点が反映されにくくなるなど、U自治体経営上の問題が生じる懸念Uがある。
	○　このため、女性職員のキャリア形成や仕事と家庭の両立支援、男性を含めた働き方改革等の取組を進めることで、U昇任に対するモチベーションが高まるよう支援Uしていく必要がある。
	○　育児期の女性職員であっても全体の奉仕者であり、自治体行政を支える重要な人材であり、U多様な職務経験を積むことができるような人事管理Uを行うことが一層求められているといえる。
	①女性職員のキャリア形成を促す人事運用
	ア　採用後間もない時期からの早期育成
	○　職員のキャリア意識の醸成は、男性職員、女性職員にかかわらず、U採用直後から子育てや介護等による時間的制約がある時期も含めて、様々なポストで数多くの経験ができる人事運用を行うべきUである。
	○　その際、これまで女性職員がなかなか配置されてこなかった部署に積極的に配置するなど、U職域の拡大Uも併せて行うべきである。
	ウ　昇任試験受験割合向上のための取組
	○　各職員の昇任に対するインセンティブを高め、係長級試験を中心とした昇任試験の受験率を向上させるため、受験を促したり、受験要件の見直しを行うこと等が重要である。
	② キャリアイメージ構築のための支援の在り方
	ア　ロールモデル職員に関する情報の共有
	○　女性職員が仕事と家庭の両立の実践についてイメージしやすくするため、出産、育児、介護等を経験しながらも活躍している先輩女性職員を対象としたUロールモデル職員集の作成Uや、これらのUモデル職員による経験談・意見交換の場の提供Uなどにより、「将来、行政の第一戦で活躍している自分の姿」を思い描く機会を増やすことが重要である。
	○　特定の地域、分野の枠を超えた職員と交流することで、今後のキャリアイメージの構築にも効果が期待できることから、外部研修機関での研修や、政府各府省、他の地方公共団体、民間企業等にU女性職員を積極的に派遣Uすることも効果が見込まれる。
	イ　人事評価の面談等を通じたキャリア意識の醸成
	○　部下に対する助言の場としての人事評価の面談を活用し、評価結果に基づき「優れている点」や「今後伸ばしてほしい点」を具体的に伝えることにより、女性職員の自信やモチベーションの向上につなげていくことが肝要である。
	○　また、それらの点をUキャリアパスにどのようにつなげていくかUなど、面談をキャリアイメージ構築のための具体的な助言の場としても活用していくべきであると考える。
	ウ　より効果的なキャリア形成支援等の実施
	○　新規採用時、結婚・出産期前、育児休業からの復帰時など、Uライフステージに応じた研修Uを実施することが効果的である。
	○　仕事と家庭の両立や将来のキャリアに悩む女性職員が同様の境遇を経験してきた先輩女性職員に気軽に相談できるよう、Uメンター等の相談体制を整備Uするなど、組織としてきめ細かな支援を行っていくことが重要である。
	③ 人事担当課の関与の在り方や管理職の意識改革
	○　U組織のトップ自らが、女性活躍の意義をしっかりと理解した上で、部下職員に様々な働きかけを行っていくことUが重要である。
	○　人事担当課や管理職が女性職員に対する「後押し」を意識的に行っていくことが必要であり、この際には、女性職員にU「期待をしている」旨を明確に伝えるべきUである。
	○　また、地方公共団体における男性職員の育児休業取得率が極めて低い状況にあることに鑑みると、U男性が育児や介護などに関わることは特別なことではないという意識Uを持つよう働きかけたり、そうした意識を自然に抱けるような職場風土の醸成に努めるべきである。
	④ 時間的制約を抱えていても業績を挙げることができる働き方への改革
	○　管理職の業務マネジメント改革や職員の意識改革を行うほか、周囲の理解やサポートを得られる職場風土を醸成し、労働時間の長さよりも業績を評価する環境を整える必要がある。

